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 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年４月の知事就任以降、大阪市長としての経験も活かし、成長をさらに加速させる

とともに、大阪の成長が府民の皆さまの豊かさにつながるよう、府政を前に進めてきま

した。昨年は、G20 大阪サミットの成功や、百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を通

じ、世界の中で大阪の存在感を示す基盤が整いました。 

 

東京オリンピック・パラリンピックが開催される今年は、大阪にとっても未来を決め

るターニングポイントです。日本の将来に大きなインパクトを与える 2025 年大阪・

関西万博や統合型リゾート（IR）の準備に万全を期さなければなりません。また、新た

な大阪の都市の形を問う大阪都構想について、年内の住民投票をめざしています。 

 

 大阪都構想とは、広域行政の司令塔を大阪府に一本化し、都市インフラの整備などを

スピード感をもって進めることにより、大阪の成長を加速させるとともに、住民に近い

特別区を設置し、よりきめ細やかな住民サービスを提供することをめざすものです。大

阪の持続的な発展には不可欠な制度であり、皆さまの理解を得て大阪都構想が実現する

よう、全力を注ぎます。 

 

こうした制度面での取組みとあわせて、政策面からも、成長と安全・安心のよき循環

をゆるぎないものとしていきます。 

2025 年万博を、世界中の人が驚く、未来社会を先取りしワクワクする万博にするた

めに、地元パビリオンの出展などの準備を本格化させます。万博のテーマである「いの

ち輝く未来社会」は、「誰ひとり取り残さない持続可能な世界の実現」をめざす、まさに

SDGｓが達成された社会です。ますます高齢化が進む大阪において誰もがいきいきと

長く活躍できる「健康寿命の延伸」や「10 歳若返り」の実現、子どもの貧困対策、サ

ミットで共有された「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を踏まえた海洋プラスチッ

クごみ対策などに取組み、世界の先頭に立って、SDGｓに貢献する先進都市をめざしま

す。 

 

最先端技術のショーケースとなる万博の開催や超高齢社会の進展を見据え、AI、IoT

などの先端技術を活用し、府域全体のスマートシティ化を進めます。住民に近い市町村

と地域課題を解決できる民間企業をつなぐことにより、住民の生活の質（QoL）の向上

や都市機能の強化を図り、豊かで利便性の高い都市生活の実現をめざします。 

 

万博会場でもある、大阪・夢洲に、世界最高水準の成長型 IR を実現するため、いよ

いよ今年は、事業予定者を選定していきます。あわせて、ギャンブル等依存症などの懸

念事項への対策に万全を期し、大阪が確実に国によって選ばれるよう、最善を尽くしま

す。 



  

 

 健康・医療関連産業の世界的なクラスター形成をめざし、彩都、健都に続き、中之島

４丁目において未来医療国際拠点の形成を進めています。拠点の運営法人を民間企業等

とともに設立したところであり、引き続き、拠点機能の具体化を図ります。加えて、革

新的なイノベーションにより大阪産業の成長を担うスタートアップへの支援にも力を

注ぎ、さらなる成長軌道への押し上げを図ります。 

 

将来を担う人への投資である教育は、無償であるべきというのが、私の考えです。一

人ひとりの子どもたちが置かれている環境に関わらず、進学をあきらめることなくチャ

レンジできるよう、そして大阪で子育てをしている世帯への支援として、今年４月から、

大阪府立大学・大阪市立大学の授業料などを無償化する制度を開始します。既に私立高

等学校の授業料無償化は実施しており、大阪の子どもたちには思う存分チャレンジして

ほしいと思います。 

 

 持続的な成長のためには、府民の皆さま一人ひとりの生活が充実することが不可欠で

あり、その基盤となるのが安全・安心の確保です。 

府内の児童虐待相談対応件数は増加傾向にあり、全国的には虐待による死亡事案も発

生している中、子どもの命を守ることは喫緊の課題です。虐待の予防、早期発見、子ど

もの保護や保護者の支援など、オール大阪で「重大な児童虐待ゼロ」の実現をめざしま

す。 

 

あわせて、性別や年齢、障がいの有無、国籍などに関わらず、誰もが安心して暮らし、

生涯を通じて心身ともに健康で活躍できる環境整備を進めます。昨年制定した条例に基

づき、性的指向及び性自認の多様性に関する理解の増進や、ヘイトスピーチの解消の推

進に取組みます。 

 

近年、地球温暖化といった気候変動の影響により、災害が激甚化しており、昨年も度

重なる台風などにより、全国で大きな被害が発生しました。いつ起こるか分からない災

害に備え、着実にハード対策を進めるとともに、昨年導入した災害モード宣言の運用な

どのソフト対策を組み合わせ、災害対応力を高めていきます。 

 

2025 年、そして、その先の将来に向けて、「世界の中で躍動し、成長し続ける大阪」

の実現をめざしてまいります。皆さまの一層のご理解とご協力をお願いいたしますとと

もに、本年が皆さまにとって実りあるすばらしい年となりますようお祈りいたします。 

 


